
（
敬
称
略
）

一

千
葉
大
学
法
学
会
主
催
・
共
催
の
講
演
会

二
〇
二
四
年
度
に
次
の
講
演
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
二
四
年
六
月
一
日

一
三
時
三
〇
分
〜

題

目

千
葉
県
弁
護
士
会
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
弁

護
士
と
い
う
仕
事
に
つ
い
て
―
そ
の
魅
力
・
や
り
が

い
・
社
会
的
意
味
―
」

講

師

沼
倉

悠
（
弁
護
士
）

岩
田

真
琴
（
弁
護
士
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

谷
中

晃
（
弁
護
士
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

栗
原

淳
美
（
弁
護
士
）

二
〇
二
四
年
一
一
月
七
日

一
二
時
五
〇
分
〜

題

目

労
働
法
Ⅰ
特
別
講
義
「
労
働
基
準
監
督
官
の
仕
事

〜
あ
な
た
の
正
義
感
を
働
く
全
て
の
人
た
ち
の
た
め

に
〜
」

講

師

茶
谷

信
介
（
千
葉
労
働
局
監
督
課
観
察
監
督
官
）

二
〇
二
四
年
一
二
月
二
三
日

一
八
時
〜

題

目
「
法
政
経
学
部
・
専
門
法
務
研
究
科
出
身
の
本
年
度
司

法
試
験
合
格
者
に
よ
る
合
格
体
験
講
演
会
」

講

師

飯
田

喜
充
（
令
和
六
年
司
法
試
験
合
格
・
法
政
経

学
部
卒
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

鈴
木

皓
大
（
令
和
六
年
司
法
試
験
合
格
・
法
政
経

学
部
卒
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

中
島

晴
子
（
令
和
六
年
司
法
試
験
合
格
・
法
政
経

学
部
卒
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

井
上

貴
尋
（
令
和
六
年
司
法
試
験
合
格
・
法
政
経

学
部
卒
）

脇
坂

将
太
朗
（
令
和
六
年
司
法
試
験
合
格
・
法
政

経
学
部
卒
）

二
〇
二
五
年
一
月
八
日

一
六
時
一
〇
分
〜

題

目

令
和
六
年
司
法
試
験
論
文
式
試
験
民
事
系
科
目
第
３

問
（
民
事
訴
訟
法
）
及
び
同
選
択
科
目
（
倒
産
法
）

の
解
説

講

師

高
倉

太
郎
（
弁
護
士
・
専
門
法
務
研
究
科
修
了
生
）

二
〇
二
五
年
一
月
一
四
日

一
六
時
一
〇
分
〜

題

目

公
務
員
ガ
イ
ダ
ン
ス

講

師

池
淵

優
梨
（
法
学
コ
ー
ス
学
生
／
東
京
都
庁

内

定
）

甕

実
紗
（
法
学
コ
ー
ス
学
生
／
公
正
取
引
委
員
会

内
定
）

雑

報
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伊
林

み
そ
ら
（
法
学
コ
ー
ス
学
生
／
出
入
国
在
留

管
理
庁

内
定
）

宮

貴
明
（
政
治
学
・
政
策
学
コ
ー
ス
学
生
／
環
境

省

一
般
職

内
定
）

二
〇
二
五
年
三
月
一
九
日

一
二
時
五
〇
分
〜

題

目

令
和
六
年
司
法
試
験
予
備
試
験
問
題
検
討
会

講

師
（
憲
法
）
山
本

悠
一
（
弁
護
士
・
専
門
法
務
研
究

科
修
了
生
）

（
民
法
）
荒
木

尚
（
弁
護
士
・
専
門
法
務
研
究
科

修
了
生
）

（
刑
法
）
瀬
野

泰
祟
（
弁
護
士
・
専
門
法
務
研
究

科
修
了
生
）

二

研
究
会
活
動

千
葉
大
学
法
政
経
学
部
内
で
、
二
〇
二
四
年
度
に
次
の
研
究
会
が

催
さ
れ
ま
し
た
。

１

千
葉
大
学
国
際
高
等
研
究
基
幹
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
公
正

社
会
研
究
の
新
展
開
」

二
〇
二
四
年
六
月
一
七
日

内
部
研
究
会

テ
ー
マ

Studying
M
ental

H
ealth

U
sing

Big
D
ata

and
A
rtificialIntelligence

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

石
戸

光

報
告
者

Sharath
Chandra

Guntuku

（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

大
学
助
教
授
）

討
論
者

小
林

正
弥

二
〇
二
四
年
一
〇
月
一
四
日

セ
ミ
ナ
ー「
市
民
的
不
服
従：

賛
否
両
論
」

テ
ー
マ

CivilD
isobedience:Pros

and
Cons

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

川
瀬

貴
之

報
告
者

陳

弘
儒
（
台
湾：

中
央
研
究
院
助
理
研
究
員
）

二
〇
二
四
年
一
〇
月
二
三
日

デ
ジ
タ
ル
金
融
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ

デ
ジ
タ
ル
金
融
に
関
す
る
最
近
の
動
向
と
今
後
の
展
望

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

李

想

報
告
者

Jiang
Y
uan

（
重
慶
理
工
大
学
経
済
金
融
学
院
准

教
授
）

T
ang
D
exiang

（
重
慶
理
工
大
学
経
済
金
融
学
院

副
院
長
）

李

想

二
〇
二
四
年
一
一
月
二
八
日

セ
ミ
ナ
ー「
日
本
と
ポ
ー
ラ
ン
ド：

法

と
美
学
を
め
ぐ
る
対
話
」

テ
ー
マ

Conversation
on
aesthetics

and
law

be-
tw
een
Poland

and
Japan

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

川
瀬

貴
之

報
告
者

K
am
ilZeidler

（
グ
ダ
ニ
ス
ク
大
学
教
授
）

Joanna
K
am
ien

（
グ
ダ
ニ
ス
ク
大
学
出
版
会
首
席

編
集
者
）

二
〇
二
四
年
一
一
月
二
九
日

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ

SocialFairness
and
Geopolitics

《雑 報》
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コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

石
戸

光

報
告
者

Cedom
ir
N
estorovic

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・ESSEC

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
教
授
）

二
〇
二
五
年
三
月
一
一
日

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理
学
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
へ
の
知
見：

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心
理

学
か
ら
の
分
析

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

小
林

正
弥

報
告
者

島
井

哲
志
（
関
西
福
祉
科
学
大
学
教
授
）

二
〇
二
五
年
三
月
一
二
日

第
四
回
国
際
温
暖
化
対
策
研
究
会

テ
ー
マ

気
候
変
動
が
健
康
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
与
え
る

影
響
と
そ
の
対
応
策

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

張

暁
芳
（
千
葉
大
学
国
際
高
等
研
究

基
幹
特
任
助
教
）

報
告
者

勝
間

靖
（
国
連
大
学
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
高
等

研
究
所
学
術
事
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
早
稲
田
大
学
教

授
・
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル

ヘ
ル
ス
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
科
長
）

討
論
者

水
島

治
郎

石
戸

光

二
〇
二
五
年
三
月
一
四
日

リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
勉
強
会

テ
ー
マ

教
育
と
国
民
概
念

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

川
瀬

貴
之

報
告
者

栗
田

佳
泰
（
新
潟
大
学
教
授
）

２

千
葉
少
年
問
題
研
究
会

二
〇
二
四
年
五
月
一
六
日

第
一
〇
一
回

テ
ー
マ
「
少
年
矯
正
と
成
人
矯
正
の
関
係
に
つ
い
て
―
逃
走

防
止
を
目
的
と
し
た
手
錠
使
用
に
関
す
る
国
会
質
疑

を
中
心
に
―
」

報
告
者

桜
井

秀
夫
（
千
葉
市
議
会
議
員
）

二
〇
二
四
年
七
月
一
八
日

第
一
〇
二
回

テ
ー
マ
「
暴
力
の
な
い
安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
」

報
告
者

吉
田

悦
子
（
千
葉
市
立
緑
町
中
学
校
長
）

二
〇
二
四
年
九
月
一
九
日

第
一
〇
三
回

テ
ー
マ
「
教
育
の
〈
自
由
と
強
制
〉
―
矯
正
教
育
の
現
場
か

ら
―
」

報
告
者

仲
野

由
佳
理
（
日
本
大
学
等
非
常
勤
講
師

公
益

財
団
法
人
矯
正
協
会
矯
正
研
究
室
・
特
別
研
究
員
）

二
〇
二
四
年
一
一
月
二
一
日

第
一
〇
四
回

テ
ー
マ
「
大
麻
使
用
罪（
施
用
罪
）創
設
の
何
が
問
題
か
」

報
告
者

丸
山

泰
弘
（
立
正
大
学
法
学
部
教
授
）

二
〇
二
五
年
一
月
一
六
日

第
一
〇
五
回

テ
ー
マ
「
ユ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
」

報
告
者

門
間

美
佳
（
藤
沢
女
性
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
ん
ま
院

長
）

二
〇
二
五
年
三
月
六
日

第
一
〇
六
回

テ
ー
マ
「
更
生
保
護
制
度
に
お
け
る
処
遇
の
実
際
」

報
告
者

里
見

有
功
（
千
葉
保
護
観
察
所
保
護
観
察
官
）
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三

修
士
論
文
題
目

二
〇
二
四
年
度
の
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
公
共
学
府
博
士
前
期
課

程
修
了
者
（
法
学
・
政
治
学
系
）
修
士
論
文
の
題
目
は
、
次
の
通
り

で
す
。

田

玉
祺

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
め
ぐ
る
攻
防

―
中
国
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
安
全
保
障
施
策
を
素

材
に
―

《雑 報》
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